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TMT進捗報告 

•建設にむけた国際協議状況 
•国内予算状況 
•開発状況 
•TMT-J推進体制 
•諸活動 
•今後の予定 

2013. 8. 6. 

光赤天連シンポ報告 

TMT推進室 青木 
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TMT計画 

ハワイ・マウナケア山頂に口径30メート
ルの望遠鏡を建設 
•観測波長：0.3-28μ m 
•回折限界：8ミリ秒角（波長1μ m） 
•視野15分角 
•第1期観測装置： 
 近赤外撮像分光装置（IRIS) 
 広視野可視分光装置（MOBIE) 
 近赤外多天体分光器（IRMS） 
 
•2014年建設開始、2022年観測開始 
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TMT国際協議状況 

２０１４年建設開始にむけて合意契約書を準備中。 

主合意契約書でメンバーの権利、ガバナンス等の原則を定
め、付属文書で詳細（役割分担、望遠鏡時間の具体的算出方
法を含む）を規定する。 

 

•２０１３年７月  Science Authority  による主協定書（Master 

Agreement)署名が行われた（日本は国立天文台長が署名）。 

•２０１４年2月  Financial Authority  による協定書署名を予定
（日本は自然科学研究機構長が署名予定）。 

•２０１４年４月 建設開始を宣言 
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科学研究機関長によ
る主協定書への署名 



日本 
25% 

中国 
10% 

インド 
10% カナダ 

19% 

米国
（UC/CIT） 

14% 

米国 

（Yale）5% 

米国 

（その他）
17% 

TMT資金計画 

建設費国際分担割合 国際共同科学事業 
 準備検討費: 約170億円（2013年まで） 
 建設費： 約1500億円 
 建設： 2013－2021年（9年計画） 
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日本の建設期の所要経費    

   ４１５億円  
 建設費の２５％分担  

   ３７５億円 

 共同利用にむけた国内経費  

   ４０億円 



2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 

国際協力 
枠組形成 

建設 

    

2021.12 ファーストライト▼ 

主鏡研磨加工 

望遠鏡詳細設計・構造製作 

2022.4 完成・運用開始▼ 

主鏡材製作 

観測装置他 

TMTのスケジュール 

望遠鏡基本設計 

研磨試作 

▼2012.7 NSFがTMTを選択 

▼2013.7 建設主合意書 

▼2009.7 建設地決定 

▼2013.4 建設地許可 

▼2014.4 建設開始 

据付・調整 

マイルストーン 

日本担当分の 
スケジュール 
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• TMTの建設費総額は約1500億円。米国（約35％）、カナダ（約20%）、日本

（約25%)、中国(約10%)、インド(約10%)の分担での2014年度から建設を開始

する。 

• 米国はカリフォルニア工科大学とカリフォルニア大学が約350M$を拠出し、

そのうち130M$を使用して準備検討活動を支えてきた。イェール大学が

75M$の負担を申し出ており、NSF(米国科学財団）はTMTへの連携計画資

金の助成を決定し、建設後期からの本格的な参加を予定している。 

• 各パートナーは、建設分担内容の合意に基づき、それぞれの分担を実現

するための予算要求を行うとともに、技術実証を進めている。 

• 日本は主鏡材、主鏡研磨の一部、望遠鏡本体構造、観測装置の一部、共

通経費の一部を分担する。 

• マウナケア山頂建設予定地の建設許可申請手続きは完了し、2013年4月

にはハワイ州（土地天然資源評議会）からの土地使用許可が出された。 

国際情勢 
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ハワイ州ハワイ島のローカル新聞記事 2013年4月13日（朝刊） 

ハワイでのTMT建設許可 
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7月22-23日  

TMT Forum 開催 

 

•NSFの助成 

•カリフォルニア以外の米国大
学の参加 

•日本を含め国際協議が進展 

科学協議の進展 
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TMT国内予算状況 

•２０１２年度準備費  主鏡研磨等検討 

•２０１２年度補正予算  主鏡分割鏡材量産開始 

•２０１３年度施設整備費  主鏡分割鏡非球面研削開始 

•２０１３年度運営費  望遠鏡構造・制御系の設計・検討、 

       主鏡研磨の量産工程確立、観測装置開発等 

 

•２０１４年度概算要求（２０１３～２０２１年度、９年計画）   

主鏡分割鏡量産、望遠鏡構造・制御系設計 

観測装置開発等 
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•主鏡分割鏡の試作 
２０１２年度に非球面量が大きく製
作が困難な主鏡最外周の分割鏡
の研磨に成功 
 
•主鏡分割鏡の量産開始 
２０１３年度に鏡材の製作と非球面
研削（研磨の前工程）を開始 

主鏡分割鏡製作にむけた進捗 

２０１２年度に研磨加工まで終了
した主鏡分割鏡の試作品 
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日本の状況についてのリリース 

(2013年6月） 
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大規模学術フロンティア促進事業：
TMTが初の新規事業に 



新聞報道例 

日本経済新聞  
2013年6月6日（朝刊） 

産経新聞  
2013年7月1日（朝刊） 
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2014年度の開発・製作 

•望遠鏡本体構造 設計開発 
 システム設計 
 構造の詳細設計 
 制御系の詳細設計 
 
•主鏡分割鏡材製作（今年度から継続） 
 
•主鏡分割鏡表面加工  
  非球面研削加工、研磨加工 
 
•観測装置開発 



望遠鏡の組み立て手順 

（１）望遠鏡設計開発経費： 
（A)望遠鏡のシステム設計 

 
重量550トンのすばる望遠鏡に比して、主鏡口径が4倍近い次

世代超大型望遠鏡は、そのまま大きくすると、重量が50倍近く

になってしまう。 

 これを、2,100トン程度にまで軽量化し、なおかつ駆動性能を

向上させるための詳細設計・検討（性能配分、試験計画、現地

組立計画等）を行う。 
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（１）望遠鏡設計開発経費： 
（B) 望遠鏡構造の詳細設計 

次世代超大型望遠鏡の超

軽量かつ高剛性構造の実

現に向け、素材の調達、部

品の製造、組み立て及び

試験方法について詳細検

討及び図面の作成を開始

する。 

 また、納期が長い素材の

手配計画について検討を

開始する。 

17 



（１）望遠鏡設計開発経費： 
（C)制御系の詳細設計 

 次世代超大型望遠鏡の指向精度

や追尾精度等の高い要求仕様を満

たす制御系の詳細設計及び製作図

面の作成を開始する。 角度検出系 

ALMA/ACAアンテナ 

ダイレクトドライブモーター 

約38ｍ 18 



平成24年度補正予算で開始した鏡材の製作（平成25年度末に完
了予定）に引き続き、鏡材の量産を継続する。 

（２）鏡材製作 

• 平成25年度： 鏡材60枚の製作：量産プロセスの確立 

 （「超大型望遠鏡建設の核心技術の実証」で実施） 
• 平成26年度 鏡材の量産の継続（30枚） 

鏡材の製作工程 19 



（３）鏡面加工 

• 平成25年度「超大型望遠鏡建設の核心技術の実証」により 

 非球面研削加工予定の鏡材の非球面研磨加工を実施  

• 平成26年度は引き続き非球面研削加工を行うとともに、非球
面研磨加工を開始する。 

非球面研削で前加工 
高速な高精度非球面研磨で 

仕上げ加工 

研削加工 研磨加工 
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（４）第一期観測装置の開発 

日本は近赤外撮像面分光装置IRISの撮像部 と可視多天体
分光撮像装置（WFOS）のカメラシステムの製作を分担 

IRIS 

撮像部 

WFOS 

カメラシステム 
21 
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•公開講演会などを開催 
 国立天文台講演会 
  ２０１２年１０月 「TMTがぬりかえる宇宙像」 
  ２０１３年６月 「宇宙最大の爆発を追う」 

 各地でTMTに関する講演を実施 
•科学館、プラネタリウム関係者に計画に
関する情報や素材を提供 
  展示パネル、プラネタリウム映像 
•報道でも計画が多数とりあげられてい
る。 
•TMT計画へ多数の寄付（次ページ参照） 

国民の理解と支持を得る取り組み 

科学館での展示企画例 

（2013年1月、千葉市科学館） 
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TMTの1/100可動模型 

文科省エントランスでの展示 



TMTに約1700人から寄付 

•第1期（3月末まで）の寄付申込は1000万円以上に 
•4月から第2期募金を受け付け中 

24 
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当面の予定 

 

 

•8月 建設地地盤調査開始 

•9月 主鏡材の量産第一号出荷 

•10月東京で3会議 
•10月15-16日 Project Management Workshop 

•10月16-17日 Science Workshop 

•10月18日 Science Advisory Committee 

 


